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●課程博士学位取得者論文要旨
　特別養護老人ホーム入居者家族への支援方法
一入居者家族が抱く迷いへの着目とその緩和をめざして一
2007（平成19）年度修了
　　井上　修一
1．研究目的
　本研究では、入居者家族が抱く苦悩や葛藤など
の感情を「迷い」として捉え、迷いの姿を特定化
するとともに、その緩和に向けた入居者家族への
支援方法の提示を試みた。
　これまでの研究から、入居者家族は自分の身内
を施設に預けたことによって苦悩や葛藤等を抱
え、その感情を表現する機会が少なく、あったと
しても不十分であるということが指摘されている
（Logue　2003：24－31）。さらに、面会などを通して
それらの感情が全て解消されるわけではなく、継
続される場合があること（Ryan　2000b：1187－95）。
苦悩や葛藤等の感情が継続される背景には、その
感情自体を家族が表出しする機会が乏しいこと、
それらの感情を緩和する取り組みが意識的に行わ
れていないことが伺える。
　そこで本研究では、身内を施設に預けたことに
伴って家族はどのような迷いを抱えるかを明らか
にし、迷いを分析可能なものとし、迷いの緩和に
結びつく支援方法の提示をめざした。
2．研究の視座
入居者家族が抱く迷いとは、「身内の施設入居後、
入居者家族が、入居者・援助者・他の入居者・他
の親族との関わりのなかで感じる感情で、規範意
識・役割意識・情緒的な感情によって派生するも
の」。具体的には、家族自身が考える規範意識に
よって、身内を施設に預けたことへの葛藤・後ろ
めたさ・罪悪感・自責の念等を感じ、援助者に対
する意思表出を抑制することがある（規範意識）。
さらに、自らの役割に確信が持てなかったり、入
居者への適切な関わり方が判らなかったり、援助
者への遠慮、他の入居者への遠慮などから面会に
行くことを躊躇することがある（役割意識）。そ
して、面会に行ったとしても、入居者（身内）の
身体的・精神的変化に対する悲しさと戸惑いを覚
えながら自問自答している状態を含むもの（情緒
的感情）。として捉える。
　ここでの迷いは、入居者や援助者との相互関係
のなかで派生する感情である。その点で、援助者
が把握し介入が可能なものである。さらに、身内
を施設に預けたことに対する葛藤・後ろめたさ・
罪悪感・自責の念等を含む感情を抱える家族を
「迷いを抱える家族」として論じていく。
　入居者家族については「親族のなかで、同居・
別居に関係なく、面会等を通じて入居者との関わ
りを持っている者」と捉え、入居者と定期的に関
わりを持っている家族に注目する。
　本研究で捉える迷いのタイプは下記のとおりで
ある。
①規範意識からくる迷い（入居者家族が自らの行
動を抑制する迷い）
②役割意識からくる迷い（入居者や援助者等との
関わりにおける役割に関する迷い）
③情緒的感情からくる迷い（入居者や援助者等と
の関わりのなかで生じるさまざまな感情に起因す
る迷い）
　本研究では迷いの緩和や解消の先に施設ケアに
おいて入居者と家族がより良く向き合え、良好な
関係を主体的に維持できることをめざしている。
入居者と家族がより良い関係を維持していくため
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には、（D家族が抱く迷いの把握、（2）迷いがどのよ
うな背景のなかで起こっているか、特に現行シス
テム（苦情解決制度を手がかりに）のなかでの規
範意識や家族役割意識の検討を通じて迷いを把握
し、（3）入居者家族への支援のあり方（援助者の視
点、家族会の視点）を提起していくことが必要と
言える，，
　本研究では下記の項目について論じた。
（1）施設ケアにおいて迷いを抱える家族
　全ての家族が常に迷いを抱え、支援を必要とし
ているわけではない。しかし、迷いを抱える家族
は流動的であり、誰しも直面する状況に応じて迷
いを抱える可能性を持っている。家族が抱える迷
いは、入居者や援助者との相互関係のなかで生じ
る感情であり、それを伴った行動として表れるも
のと捉える。
（2）迷いを抱える家族の特徴
　苦情表明行動を手がかりに、迷いを抱える家族
の傾向を把握する。
（3）入居者家族の役割
　入居者家族の規範意識、役割意識、援助者が期
待する家族役割、さらには職種間での意識の相違
を検討しながら、家族役割と迷いとの関係につい
て論じる。
（4）入居者家族が抱く迷いの行動と緩和
　迷いを抱くことがどのような行動として現れて
いるか否か、さらに、どのようなきっかけで迷い
が緩和されるかを論じる。
（5）入居者家族への支援方法
　援助者（生活相談員、介護職員、看護職員）が
どのような局面に介入することが、入居者の迷い
を緩和するのに有効か、当事者組織としての家族
会の活動を検討することで迷いの緩和に向けた可
能性を探る。
3．研究の方法
　本研究では、入居者家族に対するグループイン
タビュー法を採用した。グループインタビューは、
他の参加者の思いを聞くことによってさらに新た
な考え方や視点を引き出すことが可能な方法であ
り、本研究の目的である迷いの把握やその共有と
緩和の実践としても有効な方法と考えて選択し
た。さらに、時期をおいて、追加調査を実施した。
苦情解決調査や家族・援助者の意識調査は自記式
郵送調査法を採用した。自記式郵送調査法によっ
て広く意見を集めるというねらいと苦情抑制意識
の強い家族でも比較的回答しやすいことを想定し
て採用した。
4．研究デザイン
本研究のデータ収集の場所は、家族支援のあり方
を見据えて、特養のベッド数が2000年当時最も少
なかったG県を選んだ。高齢化率としては全国と
ほぼ同じように推移しながら、特養の整備状況が
最も遅れた地域であるからこそ、制限的な施設利
用に対し家族が迷いを抱きやすいのではないか、
さらに家族が抱く迷いを捉えやすいのではないか
と考えた。その後のG県における特別養護i老人ホ
ームの整備量を見てみると、65歳以上人口千人あ
たりのベッド数（2002年4月1日現在）は、全国
平均で13．86床／千人に対して、G県ではIL60
床／千人（全国42位）であり、絶対量の不足は明
らかであった。また、待機者数の推移を見ても、
2001年10月1日現在の待機者数の2，818人から2002
年10月1日現在の待機者数3，344人に増加している
（岐阜県2003：123）。このような状況をふまえな
がら準備し、2004年8月から4年間にわたり下記
の調査を実施した。
1）G県内の特別養護老人ホーム6施設：38名の
入居者家族対するグループインタビュー調査
（「プレ調査2006．10．1」、「本調査2007，2．20～3．15」、
「追加調査2007．9．15～16」）
　G県内の特別養護老人ホームで家族会を持ち、
これまで当方の家族調査、職員調査を実施した施
設（6カ所）に対してグループインタビューを実
施した。施設の家族会に参加し、月1回以上入居
者と関わっている家族を紹介してもらい、6施設
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38名の協力を得た。
2）G県内の特別養護老人ホーム9施設：610名
の入居者家族を対象とした調査（2005．Ll4～3．21）
　自記式郵送調査、回収率、51．6％（315人）調査
対象者は、G県内の特別養護老人ホームのうち、
家族会をもち、なおかつ家族調査に協力するとい
う意思表示のあった施設の家族。
　《調査カテゴリー》
　調査カテゴリーとしては、先行研究から有意味
と思われる5つの役割を措定した。
①「規範意識」5項目、②「運営サポート的役割」
3項目、③「代弁者的役割」3項目、④「情緒的
サポート役割」2項目、⑤「評価者的役割」1項
目の合計14項目である。
　回答は、「4．そう思う」「3．どちらかといえばそ
う思う」「2．どちらかといえばそう思わない」「1．
そう思わない」の4件法で求めた。
3）G県内の特別養護老人ホーム8施設：289名
の介護担当職員に対する調査（2005．12．1～12．31）
　自記式郵送調査、回収率44．6％（129人）。
（D調査の対象と方法
《援助者調査》
　調査対象は、G県内の特別養護老人ホームのう
ち、家族調査に協力した8施設（8施設：289人）
である。
　対象となる援助者は、直接的援助（介護・相談
等）に関わる援助者（常勤・非常勤・パートも含
む）とした。実施期間は2005年12月1日～12月31
日である。調査方法は、自記式質問紙を用いた郵
送調査を実施し、回収率は44．6％（129人）であっ
た。
　家族と援助者に対して対応する質問項目（同じ
内容）で回答を求め、両者の間に意識のずれがあ
るかどうかt検定を行った。
（2）本調査では、仮説として以下の2点をあげ議論
を進めた。
①入居者家族の役割意識が迷いの感情の背景要因
の一つである
②入居者家族自身も入居者との関係づくりの点で
サポートを必要としている
4）G県内特別養護老人ホームにおける苦情解決
状況調査（20048）
（1）調査の対象と方法：G県内の全特別養護老人ホ
ーム67施設を対象に郵送調査を実施した。対象と
した施設は、2004年4月現在全国老人福祉施設協
議会に登録してあったG県内の特別養護老人ホー
ムを全67施設を対象とした。
（https：／／www．roushikyo．or．jp／lsweb／pages／kme／kmeOO－
OIT．jsf．2004．4）
　回収率は61％（41施設）であった。回答にあた
っては、該当施設の苦情受付責任者か担当者に、
2003年度の活動実績に基づいた回答をお願いし
た。調査では、それぞれの施設について苦情解決
体制の整備や活動状況、第三者委員の設置、家族
会等について質問した。
　苦情という言葉の意味については、施設に対す
る「改善を望む訴え、要望なども含む」ものとし
た。以上、本研究はこれら4つの実証研究をもと
に述べられている。
5．研究結果
1）施設ケアにおける入居者家族（2章）
　入居者家族は、施設ケアの文脈のなかで、ケア
に参加する関係性を通して理解されてきた（Kellet
l998：113－9）。いわば特別養護老人ホームにおけ
る入居者家族は、施設ケアという営みのなかで、
その存在意義を付与されてきた。援助者は援助的
観点から家族を捉えてきたが、入居者や援助者と
の関係の中に踏み込んで家族の姿を捉えようとす
るといくつかのバリエーションが見えてくる。こ
こでは先行研究のレビューを通じて、入居者家族
を役割的視点、規範的視点、情緒的視点での整理
を試みた。その結果、入居者家族を、役割的視点、
規範的視点、情緒的視点で捉えられることがわか
った。そのなかでも役割的視点においては、入居
者や援助者との関わりのなかで様々な役割遂行を
期待された家族が論じられていた。特に、入居者
や援助者との関係のなかで論じられてきた家族の
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役割的視点に注目した結果、家族役割は6つの役
割群（直接的関与役割、補助的関与役割、間接的
関与役割、役割不明確、情緒的サポート役割、依
存）で捉えることができた。さらに役割意識にお
いても、直接的な役割を志向する者は、入居者に
とって「子」にあたる者で、比較的年齢が低い
（45歳以下）者にその傾向が見られた。逆に、依
存的傾向が見られたのは男性で、比較的年齢層が
高い群（61歳以上）にその傾向が見られた。
　家族役割の不明確さにおいては、比較的施設の
近隣に居住しており（歩いて来られる者）、来所
回数が平均を上回っている者にその傾向がみられ
た。これらの傾向から、役割的視点から捉えた入
居者家族の姿が明らかになった。家族支援におい
ては、それぞれの役割群に属する者の意向を踏ま
えたうえで、適切な関わりがなされることが求め
られる。
2）迷いを抱える家族（3章）
　迷いと積極的な関わり意識との関係をみるため
相関分析を行った（表5－ll）。その結果、両者の問
には正の相関が認められた（r＝．179，p＜．001）
（r＝．138，P＜．05）。
　積極的な関わり意識を計る設問として「入居者
（身内）の身体的ケアに関わってみたいと思う」
かという項目を設定した。積極的に関わりたいと
思っている家族ほど、迷いを抱えているというこ
とがわかった。この結果から、身内を施設に預け
ながらも、さらに積極的に関わってみたいという
家族の姿が浮き彫りになった。
　迷いを抱える家族は下記のような傾向があるこ
とがわかった。
《迷いを抱える家族の前提》
・迷いを抱える家族は、身内の援助に積極的関わ
ってみたいと考えている
・迷いを抱える家族は、規範意識を持つ傾向にある
《援助者に対する傾向》
・迷いを抱える家族は、意思表出を抑制する傾向
がある
《自らの役割に関する傾向》
・迷いを抱える家族は、面会に行っても自らの役
割がわからず戸惑いを感じている
《他の入居者に対する傾向》
・迷いを抱える家族は、他の入居者に遠慮して身
内と思うように関われないと感じている
　入居者家族がどのような関わり意識をもってい
るか把握するために調査を行い、主に関わり関連
の質問項目（38項目）を用いた因子分析（プロマ
ックス回転、主因子解）を行った。その結果、入
居者家族の姿を「ためらい」「積極的関与」「依存」
「施設運営への間接的関与」の4つのタイプから
捉えることができた。入居者家族に対する苦情表
明行動の調査で明らかになったことは、入居者家
族は、苦情や要望などの意思表出を抑制する傾向
がある（＝ためらい）。その一方で、本当は援助
場面に関わってみたい（援助場面に立ち会ってみ
たり、援助に対してアイディアを出したり、評価
したり等）という思いを持っている。また、自分
の役割を入居者の代弁者、施設ケアの評価者とし
て捉え、家族にしかできない役割（家族役割の独
自性）があると考えている（＝積極的関与）。し
かし、家族は、身内が入居した後は援助者に全て
任せるべきだという規範的家族モデル（規範意識）
を形成する傾向にあり、援助者が家族の役割を代
替できると考えることがある（二依存）。このよ
うな意識を持ちながらも、入居者の外出のサポー
トや行事のボランティアなど、施設運営の場面に
おいて自らの役割を見いだそうとしていることが
伺える（二施設運営への間接的関与）。このよう
に、施設ケアにおいて入居者家族は積極的に関わ
ろうと思うほど自らの役割意識や行動に対する不
安・悩み・葛藤等を感じていることがわかった。
3）入居者家族に対する職種間の意識の相違（4章）
　調査によって家族に対する職種間の視点の違い
が明らかになった。
　看護職員に関しては、施設運営における間接的
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関与（入居者家族のサポート役割）への期待が他
の職種と比べて高いことがわかった。さらに、入
居者家族が施設の援助方針に従うのは当然とする
意識も高いことがわかった。この傾向は、明らか
に生活相談員および介護職員の視点とは異なる。
この視点の違いは家族支援における職種間の連携
においては、大きな違いとなる。家族支援を援助
者同士が協力して行う際、職種間の視点の違いを
すりあわせておくことが必要だと言えよう。
　分析結果から下記の項目が明らかになった。
・入居者家族に対する規範的意識（施設の援助方
針に従うのは当然）に関しては、生活相談員より
も介護および看護職員がそのように考える傾向が
強い。
・施設運営における間接的関与（入居者家族のサポ
ート役割）に関しては、看護職員は、生活相談員お
よび介護職員に比べて家族がボランティアとして施
設運営を支えることを期待する傾向が強い。
・生活相談員に比べ、介護および看護職員の方が、
援助者が家族役割を代替できるという意識が強い。
4）家族に対する役割期待と家族の役割意識（5章）
　入居者家族と援助者の役割意識のずれを検討し
た結果、以下の4点が明らかになった。
・家族、援助者ともに、「家族の役割二入居者の
情緒的安定を図ること」と考えている。
・援助者は「家族にしかできない役割がある」と
考えているが、家族は「家族役割を援助者が代替
できる」と考えている。
・援助者は、家族が考えるよりも、入居者が自分
の意志を十分伝えきれていないと考えている。
・家族の方が「入居者家族は、援助者の援助に対
して口を出すべきではないと思う」という家族の
規範意識（施設に任せるべきという意識）が強い。
　入居者家族調査の結果（2005年1月～3月実施）
と援助者調査の結果（2005年12月実施）を比較し
たところ、両者に役割意識のずれがあることがわ
かった。入居者家族としては、入居者の情緒的安
定を図ることや代弁、施設サービスの評価者とし
ての役割を意識し、援助者との間に平均値の差も
少なかったが、家族の役割を援助者が代替できる
かという点で両者の間に距離を生んでいた。
5）入居者家族が抱く迷い（6章）
　グループインタビューから得られた迷いの姿を
まとめると、下記の3タイプに分けられることが
わかった。
①規範意識からくる迷い（入居者家族が自らの行
動を抑制する迷い）
　　「預けたことへの後ろめたさや罪悪感」では入
居の判断を巡って家族が迷いを抱いていることが
伺えた。入居後も規範的な家族モデルを形成し、
ほぼ毎日面会に来ることによって家族としてのあ
り方を他の親族や近隣に示している姿が伺えた。
②役割意識からくる迷い（入居者や援助者等との
関わりにおける役割に関する迷い）
　　「面会に行くことの躊躇」では、入居者や援助
者との関わりにおいて確信が持てないでいる様子
が伺えた。「入居者（身内）への関わり方の不安」
と同様、入居者との適切な関わり方の確認や援助
者とのコミュニケーションによって迷いが緩和さ
れるのではないかと推察できた。
③情緒的感情からくる迷い（入居者や援助者等と
の関わりのなかで生じるさまざまな感情に起因す
る迷い）
　「入居者（身内）の変化に対する悲しさと戸惑
い」で施設に身内を残して帰ることが心残りにな
っているケースがあった。入居者との関わりから
派生する感情がその後の行為（何かできるのでは
ないか、今後どうすべきか等）に影響を与えてい
る点で、迷いにつながると推察された。
　これらの迷いについて言えることは、入居者家
族は迷いながらも、入居者（身内）や援助者なん
らかの関わりをもとうとしているということであ
る。つまり、積極的に関わろうという姿勢がある
からこそ「迷い」の形成につながると言える。
　これまでみてきたように、家族は様々な迷いを
抱きながら入居者に関わっていた。また、入居者
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（身内）の帰宅願望に対してうまく対処できない
ため、面会をためらう家族がいることがわかった。
その一方で、面会を重ねる家族においても、身内
を施設に預けたことに対する負い目を償う思いも
背景にあることがわかった。さらに、「面会に来
ない家族」の背景をみても、職員に気兼ねして面
会を控える家族がいることが明らかになった。
　これらのことからも、面会の多寡や施設への関
与によって家族関係や家族状態を判断することは
必ずしも適切ではなく、家族が抱く「迷い」の把
握が重要であることが指摘できる。
6．結論：入居者家族への支援方法（7章）
　本研究では、「迷いを抱える家族」を措定する
ことで、支援を必要とする家族を特定化し、入居
者と向きあうことに悩んでいる家族を操作的に捉
えることができた。そして、「迷いを抱える家族」
の姿を家族の言葉から明らかにするとともに、入
居者や援助者との関わりのなかから、迷いの緩和
に向けた家族支援（介入）の方法の提示を試みた。
　入居者と家族がよりよく向き合い、適切な関係
を継続するためには、下記の家族支援の方法を意
図的、計画的に行うことが極めて効果的に働くと
いうことが示唆された。
《生活相談員の視点》
・援助者を含めた施設職員が入居者家族の訪問を
認識し、声掛けをすること
・入居者と家族がどのように関わりたいか把握
し、それをサポートすること
・家族と援助者が考える家族役割についてお互い
に話し合う機会を設けること
《介護及び看護者の視点》
・援助者（介護職員等）と担当する入居者家族と
が顔の見える関係をつくること
・入居者の身体的・精神的状態の好転（体重増
加・表情変化等）を家族が確認できるようにする
こと
・家族が入居者の言葉・思いを確認し、安心でき
るようにすること
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《家族会の視点》
・家族会の活動内容を家族同士のサポート活動と
してさらに展開していくこと
・家族同士が迷いの感情を吐露し、迷いを緩和す
る機会をもっこと
7．今後の課題
　本研究によって迷いを抱える家族の一端が明ら
かになり、介入の手がかりが見えてきた。
今回の調査ではグループインタビュー法を採用
し、入居者家族が抱く迷いと緩和の方法を明らか
にした。グループインタビューの利点として、参
加者の発言が他の参加者の発言を引き出したり、
発言が共有されることによって同一の感情や悩み
の緩和に結びつくことが伺えたが、他者の影響を
受けるという点で、参加者の意見に左右されると
いう欠点は否めない。その点がグループインタビ
ュー @の難点だと言える。今回の調査では、グル
ープインタビューを通じて、比較的関わりの浅い
メンバー同士が感情を吐露し、互いに共有するこ
とを意図したため、さらに段階的・継続的な調査
を続けることによって、より正確な意思を把握で
きるのではないかと考える。今後は、迷いを抱え
る家族への支援がどれだけ迷いの緩和に結びつい
ているか、協力施設・家族会と連携しながら継続
的に検討していきたい。
